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主な内容 

　この俳句は、元禄７年（１６９４年）松尾芭蕉が
５１歳の時に江戸で詠んだ句で、元旦の朝、床の間の
蓬莱飾りに向かっていると、なんだかおごそかな気分
になり、伊勢からの初たよりを聞きたいと思った気持
ちを詠んだ句です。
　芭蕉は、２度訪れたことのある伊勢を思い出し、ふ
るさと伊賀も思い出して詠んだかもしれませんね。
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